
'92 第263 号 Ā

5 月号

勝浦病院南側に完成した30 人規模の特別養護老人ホー

ムに、定員数に近い方が入所されました。

明るく広々とした施設の中で、お年寄りの万は、体操を

したり入浴したりして、寮母さんたちの温かいお世話を

受けながら、ほのぼのとした日々を過ごされています。

世帯数 Ā1.985 戸人口男  Ā3.637 人 女  Ā3.911 人計  Ā7.548 人 Ā(平成4 年 3 月末日現在)
⑨⑧⑨ 

出生男2 女 Ā1 計3 死亡男2 女2 言十4 転入男  Ā18 女9 言十27 転出男23 女14 計37

⑨⑧ 広報かつうら Ā5 月 号 第263 号平成4 年 Ā5 月 Ā1日発行編集と発行勝浦町総務課電話 Ā(08854 ) 2 -2511 (代)
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計当初予算 圃・・ 平成  Ā

4 年度 Ā
が議決されました 

ーー・  入ってくるお金

(自主財源 Ā(21.6 % ) ) 

38 億 Ā6，757 万円
目ぐ 依存財源 ( 78 4 %) 

/ v ¥f 、v Y ¥('¥ 

田T 税
県支出金 田T 債国』 そ

地方交付税
庫

支 Ā3憶 Ā 71 意 の
16 憶2，989 万円 8，192 万円 Ā 2，340 万円出 Ā
(42.2% ) (9.9% ) (18.7% ) 金 Ā f也 Ā

i 

r戸 Ā

分担金・負担金

財産収入

そ の イ也 Ā

81 意3，653 万円 Ā

( 21 .6 %) 

1憶3，007 万円 Ā(3. 3%) 

使 つ お 金 万円e圃圃 Ā 38 億 Ā6，757

約
三
十
八
億
六
千
七
百
五
十
七

万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
約
六

億
円 
(十
八

・
七

%
)
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

す
。じ

ん
あ
い
処
理
施
設
建
設
費

に
四
億
六
千
三
百
万
円
、
専
門

学
校
関
係
事
業
に

一
億
三
千
四

百
万
円
、
集
落
環
境
基
盤
整
備

事
業
に

一
億
百
万
円
、
運
動
公

園
整
備
事
業
に

一
億

一
千
万
円
な

ど
、
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
八
%
と
大
幅
に
伸
び
て
い
ま

普
通
建
設
事
業
費
が
前
年
比

歳

千
九
百
八
十
九
万
円
で
前
年
度

に
比
べ一

四
%
増
え
、
地
方
税
、

分
担
金

・
負
担
金
、
財
産
収
入

な
ど
の
自
主
財
源
の
構
成
比
は

一
二

・
六
%
で
、
前
年
比
二

・

三
%
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

る
地
方
交
付
税
が
、
十
六
億
二

歳
入
総
額
の
約
半
分
を
占
め

歳 予
算
の
概
要

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、

¥ 

手足 手芸 費

91 意6，858 万円 
(25.1% )  

議会費 Ā6，275 万円 Ā(1.6% ) 

民

生 Ā

費 Ā

¥ /  ¥ノ ¥ 

衛 生費

61 意 Ā

2，707 万円 Ā

(16.2 %) 

21 章、 Ā3，203 万円 Ā

農林水産業費

5 憶 Ā

9，942 万円 Ā

(15.5 %) 

(6.0%)  

土木費

41 意 Ā

4，588 万円 Ā

(11.5 %) 

その他 Ā7，408 万円 Ā(1.9%) 

ー¥

公債費教育費

4t 章、 Ā 41 意 Ā

2，562 万円 Ā3，210 万円

(11.0% ) (11.2% ) 

出 入

2 
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一般会計当初予算の推移 性質 別歳 出

信
信 Ā

38 

32 億

億27 
22信 向

信

f
20 f
倍、  
1  

l9 円4 万 Ā
3 円万万 円円円

63 フじ Ā 2 3 4 
年 年 年 年 年
度 度 度 度 度

'. 
対前年度増減率 Ā

8.7% )(17.0% )(14% ) 1.(2(13.6% )(5.6% ) 

6 
7 
5 
7 
万 Ā

5 
9 
3 

8 
5 
4 
6 
万

意

9 
3 
7 
8 

意

投資的経費  Ā45.1 % 

普通建設事業費 Ā 17 億3.262 万円 Ā

災害復旧費  Ā 1.249 万円 Ā

44.8% 

0.3% 

消費的経費  Ā54.9% 

{責

人 Ā f牛 費 Ā 8億1，898 万円 Ā

公 Ā 費 4f;意 3 司 Ā223 万円 Ā

1初 イ牛 費 Ā 3億1，198 万円 Ā

補助費 等 Ā 2億4，652 万円 Ā

繰 出 金 lf;意 9，115 万円 Ā

扶 目力 費 Ā 5，733 万円 Ā

予 {蔚 費 Ā 1，800 万円 Ā

維持補修費  Ā 1.673 万円 Ā

貸 付 金 Ā 1，357 万円 Ā

投資及び出資金 Ā 392 万円 Ā

積 立 金 Ā 1.200 万円 Ā

21 .2% 

11.2% 

8.1% 

6.4% 
4.9% 

1. 5% 

0.5% 

0.4% 

0.3% 

0.1% 
0.3% 

〈総務費〉
- 広域農道整備事業費………………・・・4 司 Ā700 万円

・企画開発事業 Ā(専門学校関係)……l3， Ā 400 万円 ・農免農道整備事業費………….. Ā H..・ ・. 1，800 万円

・国民健康保険特別会計繰出金……… Ā4.400 万円 ・中山間地域農村活性化総合整備事業 Ā… Ā17 ，200 万円

・国補林道事業…...・ H ・.... Ā H.・ ・..…… … Ā8，000 万円
〈民生費〉 ・県単林道事業....・ Ā ・・・H H H ... H.・. ・・H H ・. 2，300 万円

・老人保健特別会計繰出金…………… Ā3，300 万円 Ā

ι老人福祉施設整備事業....・ Ā ・......・ Ā ・ Ā400 万円 く土木費〉
H H

H・同和対策事業費……...・ Ā ・..… ……… Ā3，500 万円 ・町単道路改良事業...・ ・.....・ Ā H ・.. ……10，200 万円H

万円100，10・..……・・・....・集落環境基盤整備事業万円900，2・…・・・・・・・デイサービスセ ンタ一事業・・ H

万円400，2・.H.・・..H.・・県単道路改良事業………..   

万円000，...11..…・・H・H.・・運動公園整備事業…..〉衛生費(  
H

・勝浦病院繰出金・……...・ Ā ・...・ Ā ・-一… Ā 5，200 万円H H ・..………… 11 ，100 万円・.・国補道路改良事業….. Ā H

・簡易水道梓別会計繰出金…... ・H ・..… 1，700 万円

・合併浄化槽推進費.... ・・.... Ā ・ 600 万円 く消防費〉..…・・H.・H

H 万円500・..…・・ Ā..・・...・消防自動車購入費 ...・万円'46. 300・・じんあい処理施設建設費……...・ Ā H H

く商工費〉 〈教育費〉

650 万円・商工会補助金…………・ Ā・H ・.. ………H 800 万円・.

H H H H

・.

….. H

H H H 万円200，8..……・H.・……..・校舎大規模改造事業万円300・・・………………....・観光費・

・社会教育費………...・ H ・..…...・ H ・..… 7，800 万円
く農林水産業費〉 ・国民体育大会費・ Ā・・... ...・ ・.....・ ・. 1，200 万円H H H H

・花嫁花婿対策費...・ Ā ・..….... ・・・・ Ā 300 万円 ・学校給食費…………………………… Ā4，500 万円

・..………….. H

・奨学資金等貸付費… Ā ・.. ……… Ā

・土地改良事業...・ H ・.. Ā 5.500 万円 ・図書館費……...・ Ā ・..…… …...・ Ā H ・..… 2，200 万円H
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ð ~ 

さ
る
三
月
十
八
日
州
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

「花
嫁

花
婿
を
得
る
た
め
に
、
本
人
そ
し
て
親
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

と
題
し
た
板
本
洋
子
先
生
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
話
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

三
十
代
の
未
婚
率
は

一
つ
に
、
い
つ
も
働
き
す
ぎ
を
挙

げ
て
お
り
ま
す
。
今

一
番
若
い
二
十

代、

三
十
代
の
男
の
人
た
ち
が
、
日

本
経
済
の
担
い
手
と
し
て
働
い
て
い

る
わ
け
で
す
。
学
校
教
育
の
中
か
ら

競
争
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
職
場
等
で
結
婚
の
対
象
者
が

見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
結
婚
相
談

所
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

日
本
は
世
界
に
類
を
見
な
い
経
済

大
国
と
し
て
卜 

Āプ
に
お
ど
り
出
ま

し
た
け
れ
ど
、
世
界
に
類
を
見
な
い

y

晩
婚
固
と
し
て
も
世
界
第
二
位
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
男
平
均
二
八
、

女
平
均
二
六
。
日
本
の
社
会
の
成
熟

度
が
二
十
代
で
結
婚
で
き
な
い
よ
う

な
環
境
を
作
っ
て
き
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。み

な
さ
ん
が
働
き
方
を
考
え
て

い
く
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
社
会
の
結
果
と
し
て
人

間
関
係
が
稀
薄
に
な

っ
て
い
ま
す
。

人
間
関
係
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と
自
体

が
結
婚
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
い
や

で
も
五
十
年
向
い
合
っ
て
い
る
ん
で 

Ā

今
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
坂

本
と
申
し
ま
す
。

通
算
十
二
年
間
、
こ
の
結
婚
相
談

所
の
仕
事
を
し
て
わ
り
ま
す
。

農
村
が
嫁
不
足
と
い
う
ふ
う
に
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
職
業
的
に
農
業

者
が
結
婚
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

の
デ
ー
タ
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一

番
結
婚
し
て
い
な
い
の
は
む
し
ろ
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
が
圧
到
的
に
多

い
の
で
す
。
六
十
年
の
国
勢
調
査
で

A
7

三
十
代
の
男
の
未
婚
率
と
い
う
の
が
、

過
去
最
高
の
二
0
・
六
%
で
し
た
。

五
十
年
は

一
0
・
四
%
で
、 

Āは
も

っ
と
ふ
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
都

道
府
県
別
で
は
、
東
京
が
ト
ッ
プ
で

コ
二

・
九
%
、
徳
島
は

一
八
%
く
ら

い
で
す
。

三
十
代
の
未
婚
率
は
、
農
業
が
基

幹
産
業
に
な

っ
て
い
る
県
の
方
が
低

い
ん
で
す
ね
。

三
十
代
が
増
え
た
こ
と

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

講演から花嫁・花婿を得Q ために

本人そして親は

どうあるべきかFF

く花嫁銀行〉個別訪問を主体とした

専門相談員を設置 
⑨  

前田好次さん Ā
(横瀬)  

電話 Ā2 - 2367  
よろしくお願い 
いたします。 Ā

勝浦町では、後継者対策(花

嫁花婿対策〉について、より

きめ細かな推進活動を実施する

ため、これまでの相談所(毎週

水曜日開設〉は、 Ā3月末をもっ

て廃止し、 Ā 4 月 Ā1白からは個別

訪問を主体とした活動へと蛮更

いたしました。

今後、主の専門相談員がみ

な様方のお宅へ訪問させていた

だく機会があると思いますので、

ご理解とご協力をよろしくお願

いいたします。 Ā

4 



す
よ
。
む
互
い
に
こ
の
ち
が
い
を
認

め
合
い
な
が
ら
自
分
を
主
張
し
て
い

く
と
い
う
環
境
を
作
る
こ
と
は
、
わ

ず
ら
わ
し
い
こ
と
で
す
。
で
も
こ
れ

が
言
葉
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

持

っ
て
い
る
人
間
の
素
晴
し
い
と
こ

ろ
だ
と
思
う
ん
で
す
。

女
性
が
変
化
し
た
と
い
う
前
に
、

私
は
結
婚
と
か
家
族
の
関
係
と
か
が

大
き
く
変
化
し
た
こ
と
が
、
大
き
な

課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

戦
前
の
民
法
と
い
う
の
は
家
制
度

で
し
た
ね
。
そ
う
い
う
民
法
の
中
で

女
の
人
と
い
う
の
は
作
ら
れ
た
わ
け

で
す
。
当
然
女
の
人
は
人
権
を
持

っ

て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
結
婚
と
い
う
の

は
女
は
も
ら
わ
れ
て
い

っ
て
、
チ
供

を
生
む
た
め
に
存
在
し
た
わ
け
で
す
。

戦
争
が
終
わ

っ
た
ら
新
民
法
で
す
。

憲
法
の
中
で
、
婚
姻
は
家
と
家
で
は

な
く
、
本
人
の
合
意
に
よ

っ
て
の
み

成
立
す
る
と
古
か
れ
て
か
ら
五
十
年

経
ち
ま
し
た
。
で
も
こ
の
意
味
は
ま

だ
わ
か

っ
て
い
な
い
の
で
す
。
だ
か

ら
我
が
家
の
嫁

っ
て
言
っ

て
る
で
し

ょ
う
。
家
柄

・
名
柄
が
悪
い
な
ん
て

ね
。
婚
姻
周
け
出
し
た
ら
、
戦
後
は
二

人
が
新
し
い
戸
籍
を
作
る
ん
で
す
。

全
く
新
し
い
自
立
し
た
家
庭
を
設
け

る
わ
け
で
す
。

結
婚
は
子
供
を
生
む
た
め
に
も
ら

わ
れ
て
い

つ
で
、
命
を

つ
な
ぐ
た
め

の
手
段
で
あ

っ
た
も
の
が
、
こ
の
五

十
年
間
に
変
わ
っ
た
ん
で
す
。
自
分

が
自
分
と
し
て
生
き
ら
れ
る
と
い
う

関
係
を
相
手
に
求
め
出
し
た
わ
け
で

す
。
嫁
で
も
伺
で
も
な
い
。
「私
と
あ

な
た
」
と
い
う
横
の
関
係
で
、
手
を

つ
な
い
で
一
緒
に
生
き
よ
う
と
思
い

だ
し
て
い
る
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
ど
う
あ
る

べ
き
か
。

社
会
と
か
が
変
わ
っ
て
も
自
分
に

手
ご
た
え
の
あ
る
生
き
方
を
し
た
い
。

そ
れ
か
ら
夫
と
私
の
関
係
は
、
愛
情

で
結
ぼ
れ
て
い
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
好
き
だ
と
い
う
こ
と
、
愛
し
て

い
る

っ
て
い
う
こ
と
の
事
実
の
中
で

結
ば
れ
た
い
と
女
の
人
た
ち
は
思

っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
男
の
人
た
ち
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
。
い
ろ
ん
な
こ
と
で
女

の
人
た
ち
の
社
会
の
中
に
か
か
わ

っ

て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
女
の

人
た
ち
も
男
社
会
に
入

っ
て

い
く
と

い
う
相
互
の
乗
り
入
れ
社
会
が
大
切

で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
な
く
し
て
勝

浦
町
の
発
展
や
農
村
社
会
の
発
展
は

あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

農
村
社
会
の
保
守
性

つ
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
保
守
性
が
悪
い
の
で
は

な
く
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
も

っ
と

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
が
で
き
る
、
だ

か
ら
同
居

・
別
居
だ

っ
て
そ
う
で
す
。

別
居
が
い
い
に
決

っ
て
い
ま
す
。
女

hv講
演
さ
れ
る
板
本
先
生

か
ら
見
た
ら
親
を
大
事
に
す
る
と
か

し
な

い
と
か
以
前
の
問
題
で
す
。

責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

自
立
し
て
い
く
ん
だ
か
ら
、
み
ん
な

見
て
や
る
よ

っ
て
い
う
こ
と
が
、
果

た
し
て
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
嫁
や
息

子
の
た
め
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
の
文
化
の
持
っ
て
い
た
よ

い
も
の
は
育
て
な
が
ら
、
男
と
女
の

関
係
の
規
範
を
大
切
に
し
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
村
づ
く
り
を

し
て
い
く
。
新
し
い
地
域
♂
つ
く
り
を

し
て
い
く
。
そ
の
時
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
女
で
あ
る
こ
と
を
み
な
さ
ん
が
思

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と

思
い
ま
す
。

※
板
本
先
生
は
、
昭
初
五
十
五
年
か
ら
例

日
本
青
年
館 

(東
京
都
)
で
結
婚
相
談
所

設
立
と
同
時
に
専
任
と
な
り
、
五
十
九
年

か
ら
所
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

て取り組み、今回で10 回目を迎えました。次回からは、広域的に交

歓会を発展させるため、勝浦町、上勝町、石井町、神山町、佐那河

内村(以上 5町村)の事業として取り組んでいきます。体制的には、

何らこれまでと遣わないと思いますので、今後ともご理解 ご協力

をお願いいたします。 Ā

1司圃_ 

1
1

忽
雰
磁
気
民。
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砂
丘
ん
だ 
，
'

4

'

尽
力 

3 月29 日日)、徳島市内のワシントンホテルで、男性 58 人、女性41

人の万が参加し、良きパートナーを見つけるための交歓会を実施し

ました。

まず、最初に岩城文夫実行委員長らのあいさつのあと、リッチな

気分でバイキング料理に舌章受。このあと、自己紹介や各種ふれ霊ゲ

ームが進行するにつれて、気のあった男女がにこやかに会話してい

る光景がちらほら、ムードは最高潮に。

こうした中、終始なごやかな雰囲気で一時と交流を深めました。 
ステキな力ップルが誕生しますように 

これまで交歓会は、昭和57 年度から花嫁 花婿対策の 環として 

h
青年に「出合いの場の提供」ということで、勝浦町独自の事業とし 

i
1 4
u

T
f
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j 宗イサービスて2~'9- f!  
勝
浦
病
院
横
に
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
喜
楽
苑
と
併
設
さ
れ
た
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
オ
レ
ン
ジ
十
壮
」

が
七
月
か
ら
運
営
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
に

そ
の
手
続
等
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま

す。
か
ら
だ
の
弱
い
お
年
寄
り
ゃ
、
ね

た
き
り
の
お
年
寄
り
を
、
リ
ス
ト
パ

ス
で
「
ア
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で

送
り
迎
え
し
ま
す
。
ま
た
入
浴
や
給

食
な
ど
の
お
世
話
を
し
ま
す
。

~ rオレンジ荘」 Ā Ji 

j利用者登録のご案内 j  

身の回りの
世話をしてほしい

ホームヘルパーを

派遣します。

ひとりぐらしやねたきりのお年寄りのいる家

庭をホームヘjレパーが訪問。身の回りのお世話

のほか、いろいろな相談もお受けします。

〈サービス内容〉

・介護のお手伝い

食事、入浴、善がえ、通院の付き添いなど0

・家事のお手伝い

調理、洗濯、掃除など。

〈費 用〉

低所得の方は無料です。

その他の万は、所得に応じて Ā1f時間当たり Ā

200円~650円必要です。

利

用

対

象

者

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
身
体

の
虚
弱
、
あ
る
い
は
ね
た
き
り
等
の

た
め
に
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支

障
の
あ
る
方

サ
あ
あ
あ
ビ
ス
の
内
容

次
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す

0

・
入
浴
サ
ー
ビ
ス 

給
食
サ
ー
ビ
ス 

・-
送
迎
サ
ー
ビ
ス

-
日
常
動
作
訓
練
(
リ
ハ
ビ
リ
)

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク 

-
家
族
介
護
教
室 

-
生
活
指
導
そ
の
他 

こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
利
用
者
の
登
録

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
利
用
登

録
申
請
書
に
記
入
押
印
の
上
、
役
場

住
民
福
祉
課
ま
で
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
登
録
希
望
者
多
数
及
び
対

象
者
要
件
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

ご
遠
慮
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
利
用
登
録
申
請
書
は、

役
場
住
民
福
祉
課
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

.n  
玉三

録

手

一
日
当
た
り
七
百
円

利

用

続 事ヰ

しばらくの間 介護用品がほしい  
世話してほしい 日間一付ーす  

ねたきりのお年寄リなどを、家庭でお世話するために必要な、特

ショートステイをご利用ください。 殊寝台や工ア パットなどの日常生活用異を給付ー賞与します。

冠婚葬祭や介護疲れなどで、家族の
〈サービス内容〉

万が一時的にお世話できなくなったと

き、お年寄りを近くの老人ホームで短

期間お世話します。 Ā

(サービス内容〉

・一週間程度老

人ホームでお世

話 Ā(利用期間の

延長も可能〉 Ā

対 象 者‘ 種 目

ねたきりのお年寄りの万
特殊寝台、浴轡、湯沸器、マットレス、工アーパ
ツト、便器、特殊尿器、入浴担架、体位変換器

下肢の不自由なお年寄りの万 車いす、歩行器

低所得で、ひとりぐらしゃね
たきりの万

火災奮報器、自動消火器、電磁謂理器

痴呆性のお年寄りの方 痴呆性老人俳個感知機器

低所得で、ひとりぐらしのお
年寄りの方

電話

(費用〉

〈費 用〉

低所得の方は無料です。

・1日当たり Ā

2.020 円程度

その他の万は、所得に応じ Ā16.300 円~全額必要です 。

※このほかにも、各種の在宅福祉サービスがあります。

詳しくは、役場住民福祉課にお問い合わせください。 Ā
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フ
年
で
七
年
目
と
な
る
こ
の
事
業

も
、
大
宮
八
幡
神
社
を
は
じ
め
、
立

" τノ Ā
脅 桜街道ワζり 

青年会 勢  
A 植樹をする青年会のみなさん

A 勝
浦
町
を
桜
の
花
で
飾
ろ
う
と
、

青
年
会
で
も
毎
年
般
の
檀
樹
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

川
ダ
ム
や
婆
羅
尾
高
原
な
ど
町
内
各

所
に
植
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
こ
数
年
は
星
の
岩
屋
か

町

ら
婆
羅
尾
高
原
へ
と
通
じ
る
林
道
を

被
街
道
に
し
よ
う
と
植
樹
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
三
月
に
、
町
が
用
意
し

た
桜
五
十
本
と
紅
葉
五
十
本
、
そ
れ

に
先
日
の
『
劇
団
ふ
る
さ
と
き
や
ら

叩

ば
ん
』
公
演
記
念
と
し
て
、
「
日
本
さ 

…

く
ら
の
会
」
か
ら
頂
い
た
結
五
十
本
の

合
わ
せ
て
百
五
十
本
の
苗
木
が
植
え
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
は
添
え
木
を
立
て
、
小

苗
木
が
い
た
ま
な
い
よ
う
し
ゅ
ろ
皮

を
ま
き
、
麻
ひ
も
で
固
定
も
し
た
そ 

…

う
で
す
。
そ
し
て
近
々
、
植
樹
記
念

の
看
板
も
立
て
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。
…

ま
だ
林
道
の
何
分
の
一
し
か
植
え

ら
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
が
、
五
年

後
、
十
年
後
に
は
立
派
な
惜
街
道
と

な
り
、
新
し
い
桜
の
名
所
と
な
る
こ

一一一
ι

一"…

設置  

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る
鶴

林
寺
の
へ
ん
ろ
道
か
ら
、
星
の
岩
屋

に
通
ず
る
「
四
国
の
み
ち
」
に

『詩

の
こ
み
ち
』
と
名
づ
け
、
町
内
の
人

た
ち
の
俳
句

・
短
歌
・
川
柳
を
掲
示

し
ま
し
た
の
で
行
楽
の
ひ
と
と
き
に

) (5) 

鶴
林
寺
本
堂
前

(6

生
名
耕
地
整
理
石
碑
近
く

(
丁
石
二
十
丁
目
近
く
)

と
で
し
ょ
う
。 

ご
覧
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

い

な
お
、
こ
の
掲
示
場
は
勝
浦
町
を

一
訪
れ
た
人
た
ち
の
心
を
な
ぐ
さ
め
、

…
文
化
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
関
係
者
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
設
置
し
た
も
の
で
す
。

次
の
六
か
所
に
設
置
し
て
あ
り
ま

す。

川
柳
中
田
万
里
(
横
瀬
)

短
歌
中
田
万
里

俳
句

(

H 

)

豊
田
明
(
中
角
)

白

川
川

一
剖凋

斗

星
谷
寺
境
内
(
星
の
岩
屋
)

生
名
東
林
庵
の
庭

鶴
林
寺
歩
道
七
丁
石
の
所

鶴
林
寺
駐
車
場
近
く

こ
の
掲
示
場
は
町
内
外
の
人
た
ち

か
ら
の
作
品
を
掲
示
し
、
年
間
数
回

は
作
品
の
掲
示
を
変
え
る
計
画
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
投
稿
し

て
く
だ
さ
い
。

投
稿
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
部
門

の
お
世
話
人
(
文
化
協
会
所
属
)
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

季
語
・・・・・・夏
季
自
在

一
人
二
旬
以
内

※
各
部
門
と
も
五
月
二
十
日
附
ま
で

に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。 

四国のみちに

詩の掲示板を

鶴林寺

星の岩屋 Ā

.... 関係者のご協力により設置されました。 Ā .... 設置された掲示板 Ā
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くらしの中の人権ミ  わ
た
し
た
ち
の
家
庭
生
活
の
中

で
、
偏
見
や
差
別
は
な
い
で
し
ょ

人
ノ
・
刀

。
子
ど
も
は
、
成
長
す
る
に
従

っ

て
、
人
間
関
係
の
広
が
り
と
深
ま

り
が
、で
き
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

親
の
偏
見
や
利
己
的
な
考
え
方
に

よ
っ
て
、
壊
さ
れ
る
場
合
が
多
い

の
で
す
。

例
え
ば
、
「
あ
の
子
と
友
だ
ち

に
な
ら
れ
ん。
」

「
あ
そ
こ
へ

遊

び
に
行
か
れ
ん
よ
な
ど
の
よ
う

に
、
親
の
差
別
的
態
度
は
、

い
つ

の
聞
に
か
偏
見
や
差
別
を
植
え
付

け
て
い
る
の
で
す
。

な
お
、
例
を
あ
げ
れ
ば
き
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。

「
あ
の
子
は
、
成
績
が
よ
い
け

れ
ど

・・・
。
」

ア
め
の
娘
は
、
美
人
だ
け
れ
ど

・・・
。
」「

あ
そ
こ
は
金
持
ち
だ
が
:・
。
」

「
今
で
こ
そ
社
長
夫
人
だ
け
れ

ど
・・・こ
。れ
」

ら
の
言
葉
の
後
に
は
、
必

ず
と
い

っ
て
よ
い
位
、
「
・:
の
く

差
別
な
き
世
を
願
ひ
っ
つ
昨
日
高

今
日
は
ゑ
ど
我
が
叫
ぴ
行
く

江
ロ

い
ど

ト・'ド内 

幻
世
紀
に

部
落
差
別
を

残
さ
な
い
た
め
に

町
民
と
し
て
の
取
り
組
み

同
和
問
題
を
家
庭
内
で
話
し
合
い
、

人
権
意
識
を
高
め
よ
う
。

t

せ
に 

0

・:
な
の
に
。
」
と
、
強
い

差
別
意
識
が
働
い
て
い
ま
す
。

家
族
の
話
し
合
い
の
中
で
、
こ

れ
ら
の
会
話
は
、
無
意
識
に
な
さ

れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

夫
婦
の
聞
で
さ
え
、
「
女
の
く

せ
に
・:
。
」
と
、
よ
く
聞
か
さ
れ

ま
す
。
更
に
は
、
「
子
ど
も
の
く

せ
に 
:
・。
」
な
ど
、女
性
や
子
ど
も

の
人
権
は
無
視
さ
れ
が
ち
で
す
。

親
子
、
兄
弟
姉
妹
な
ど
の
聞
で

も
、
「
お
父
さ
ん
の
子
ど
も
の
頃

は
も

っ
と
:
・だ

っ
た
。
」
と
か
、

「
お
前
は
兄
に
く
ら
べ
て
全
く 
:
。
」

だ
と
か
、
「
お
前
が
勝
手
に
そ
ん

な
事
を
き
め
る
の
は
、
わ
し
が
許

さ
ん

E

生
活
の
中
で
、
家
族
同
志
、
も
っ

い
の
人
権
を
守
り
合
え
る

の で 間

よ
う
、
深
く
反
省
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

と
お わ

た
し
た
ち
の
家
庭
生
活
の
中

で
、
話
し
合
う
機
会
が
不
足
し
て

い
る
う
え
、
時
た
ま
話
し
合
う
時

に
、
こ
う
い
う
状
態
で
は
、
ど
う

に
も
な
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
は
、
日
常
の
家
庭

:・
。
」
と
か
。

ず、 ， t  で 両すつあ でしユ

力 だ す 差すが
作

そす部 か るて
は

間
と

人

~t  ら え
で、 か O O れ Oし 人る ゆ 別Y各 勺

差 を れも 必 勺 つ る は、
ず 私 て 差 すの

で
不
幸

な と別
日リ を る そ

れて
は

つ

、

な た き しユ

す。
し 人

ち た
も

lま、 l
じ
ま な し 人 苦

-ァ をて し'- -

阿
波
銀
行
勝
浦
支
店

徳
島
銀
行
勝
浦
支
庄

勝
浦
郡
農
業
協
同
組
合 

勝
浦
郵
便
局 

て 間 の 人 め と 耳。 と み つ 

OOOO
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
つ
、
ぎ
の
金
融

機
関
の
あ
な
た
の
口
座
か
ら
振
替
に

よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
税
の
手
数
が
少
な
く
済
み
、
ま

た
う

っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
、
滞
納

し
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
な
り
大
変

便
利
で
す
。
振
替
納
税
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。

ま
だ
振
替
納
税
手
続
き
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
各
地
区
の
納
税
貯
蓄

組
合
長
さ
ん
ま
で
「
町
税
の
納
付
委

託
依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
振
替
納
税
の
手
続

き
を
済
ま
さ
れ
て
い
る
方
は
、
残
高

の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
四
年
度
の

「
町
税
の
納
税
通

知
書
」
を
六
月
十
日
ご
ろ
に
発
布
い

た
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

-
振
替
納
税
が
で
き
る
金
融
機
関

町
税
の
納
付
は

振
替
納
税
、
が

町
税
の
納
税
方
法
に
、
振
替
納
税

O
坂
本
郵
便
局

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
保
険
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

便
利
で
す

8 



l
毎

月

末

日

毎
週
月
曜
日

が
休
館
日
で
す

平
成
四
年
度
の

間
学
校
図
書
室
と
の
連
携

倒
記
念
行
事
の
実
施

図
書
館
運
営
方
針

来
る
八
月

一
日
は
二
周
年
に
当
た

り
、
記
念
行
事
を
行
う
。
種
目
は
、

園
舎
一
鮪
迎
営
委
員
会
会
長

仲

野

英

正

町
民
が
喜
ん
で
参
加
し
て
い
た
だ
け

運
営
の
基
本
は
図
書
館
の
自
由
宣

る
多
彩
な
も
の
を
選
定
す
る
。

言
と
、
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
し
て
の
理

川
県
立
図
書
返
還

念
に
基
づ
き
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た

オ
ー
プ
ン
時
に
五
年
契
約
で
借
り

・え
ヲ
念
。

た
図
書
、
横
瀬
財
産
区
か
ら
多
額
の

川
利
用
率
を
高
め
る

寄
付
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
四
百
冊

昨
年
の
利
用
率
は
、
全
国
平
均
を

を
残
し
大
半
を
返
還
す
る
。

上
回
わ

っ
た
。
今
年
も

一
層
の
上
昇

を
目
指
し
て
最
善
を
尽
く
す
。

郷
土
資
料
展
示
室

間
読
書
諸
団
体
と
の
提
携

充
実
に
ご
協
力
を

読
振
協
及
び
職
場
団
体
と
提
携
し 

て
町
内
く
ま
な
く
読
書
の
輪
を
拡
げ
、 

利
用
者
の
増
大
に
努
め
る
。 

勝
浦
町
図
書
館
が
平
成
二
年
八
月 

選
書
は
町
民
の
要
望
書
を
キ
ヤ
ツ

に
開
館
し
て
、
図
書
館
利
用
者
は
平

成
三
年
度
で
二
万
二
千
人
を
こ
え
、 

ωチ
し
、
デ 

タ
を
事
務
局
へ
伝
達
。

県
下
町
村
立
図
書
館
で
も
有
数
の
立 

何
視
聴
覚
資
料
の
充
実

派
な
運
営
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
承 

視
聴
覚
室
、
幼
児
コ
ー
ナ
ー
の
資

知
の
よ
う
に
図
書
館
二
階
に
は
郷
土

料
を
充
実
し
、
町
お
こ
し
は
人
。
つ
く

資
料
展
示
室
(
二
二
七
平
方
メ
ー
ト

り
の
視
点
か
ら
幼
児
教
育
を
行
う
。

ル
)
が
あ
り
、
町
内
有
志
か
ら
ご
寄

贈
、
ご
寄
託
を
受
け
た
貴
重
な
多
く

の
資
料
を
展
示
し
て
町
内
外
の
方
々

の
ご
参
観
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

展
示
品
の
内
容
は
考
古
資
料 
(化
石
、

土
器
な
ど
て
文
献
(
古
文
書
、
軸
、

絵
画
、
写
真
な
ど
て
工
芸
品 
(
万
剣
、

人
形
カ
シ
ラ
な
ど
)
、
そ
の
他
(
古
銭
、

生
活
用
品
な
ど
)
で
す
。

町
に
は
県
下
に
誇
る
有
形
文
化
財

の
勝
浦
座
が
あ
り
ま
す
が
、
郷
土
の

貴
重
な
資
産
と
し
て
永
久
に
保
存
し

た
い
も
の
で
す
。
展
示
品
も
固
定
化

し
な
い
よ
う
定
期
的
に
展
示
替
え
を

し
て
行
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
で
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
資
料
を

是
非
ご
寄
贈
な
り
、
ご
寄
託
を
お
願

い
し
ま
す
。
広
く
町
民
に
郷
土
の
歴

史
や
文
化
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

核
と
し
て
、
親
し
み
ゃ
す
い
資
料
室

で
あ
る
た
め
に
も
内
容
を
充
実
さ
せ
、

時
期
的
に
テ 

マ
を
決
め
て
特
別
展

示
も
計
画
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
と
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

郷
土
資
料
展
示
室
運
営
委
員
会

l

「
伸
子
」
を
読
み
返
し
て

今
山

人
生
に
は
、
様
々
な
出
会
い
が
あ

り
ま
す
。
本
と
の
出
会
い
も
そ
の

一

つ
で
す
。
読
み
返
す
た
び
に
新
た
な

感
動
と
力
を
与
え
て
く
れ
る
大
切
な

本
を
一
冊
は
持
っ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ弓ノ。私
に
と

っ
て
は
、
そ
れ
が
宮
本

い
深
い
人
間
の
生
活
が
知
り
た
い
。
」

「
死
ぬ
ま
で
に
一
つ
で
も
、
よ
い
小

説
が
書
き
た
い 
一
人
間
と
し
て
灰
色

の
現
実
の
な
か
で
、
あ
か
る
く
豊
か

に
存
分
に
心
を
広
げ
の
び
の
び
と
希

卒
業
論
文
の
テ

結
婚
後
の
み
か
ん
農
家
の
嫁
と
し

て
の
生
活
の
中
で
も
、
自
由
で
な
い
、

窮
屈
な
思
い
に
泣
い
た
時
、
折
に
ふ

れ
て
読
み
返
し
た
も
の
で
し
た
。

三
児
の
母
と
な
り
、
体
調
を
崩
し

こ
こ
二

・
三
年
、
ど
ん
底
と
も
い
え

る
生
活
の
中
で
、
し
ば
ら
く
遠
ざ
か

っ
て
い
た
宮
本
百
合
子
の
世
界
。
日

J

井
出
美
智
子

に
ば
か
り
走
っ
て
い
ま
し
た
。
井
上

ひ
さ
し
、
椎
名
誠
、
樋
口
恵
子
等
・:
。

け
れ
ど
、

「伸
子
」
を
読
み
返
す
な

か
で
、
湧
き
上
が

っ
て
く
る
熱
い
思

い
に
感
動
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

「
人
生
を
よ
り
豊
か
に
、
広
く
、
伸

び
ゆ
く
も
の
と
し
て
生
き
た
い
。
」

と
|
。
ど
う
ぞ
、
み
な
さ
ん
も
図
書

館
へ
足
を
運
ん
で
、
す
ば
ら
し
い
出

会
い
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

5
月
の
図
書
館
行
事
と

休

館

日

読
振
協
会
総
会

白
日
図
書
館
視
聴
覚
室 

山
総
会
行
事 

9
時
叩
分
1 

似
読
書
会
体
験
発
表 

-R
 

百
合
子
の
「
伸
子
」
な
の
で
す
。
高

校
時
代
、
本
屋
さ
ん
で
何
気
な
く

手
に
し
た

一
冊
の
本
「
伸
子
」
。

大
正
時
代
を
背
景
に
し
た
若
い
女

性
の
恋
愛
と
結
婚
生
活
を
描
い
た
も

の
で
し
た
。
若
い
伸
子
が
父
に
と

も
な
わ
れ
て
渡
米
し
た
の
は
、

「広

(徳
島
市
い
ず
み
読
書
会
)

叩
町
内
名
所
め
ぐ
り
日
時

1
口
時

女
図
書
日
増
し
に
充
実

横
瀬
財
産
区
か
ら
の
ご
寄
贈
に
よ

り
書
籍
四
千
冊
が
納
入
さ
れ
、
館
内

望
に
満
ち
た
日
々
を
送
り
た
い
と
願

う
伸
子
。
「
人
生
を
よ
り
よ
く
生
き
て

い
き
た
い
」
と
理
想
に
燃
え
た
心
に

響
く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
の

ヤ
ス
、
ポ
ッ
プ
ス
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
)

百
五
十

一
枚
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
館
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

も
一
段
と
充
実
し
て
来
ま
し
た
。
ビ

デ
オ
三
百
五
十
巻
余
り
、 
C
D
(ジ

l
マ
に
も
選
び
ま
し
た
。

々
の
忙
し
さ
に
追
わ
れ
、
手
軽
な
本

女
日
曜
こ
ど
も
映
画
会

内
容
は
お
た
の
し
み

女
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日

ロ
日
・
お
日

女

休

館

日

4
日
、
日
日
、
日
目
、
お
目
、
初
日
、
幻

職

員

異

動

。
就
任

増
井 

館
長

H↑専
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MUS04
テキストボックス
図書館だより　　　毎月末日　　毎週月曜日　が休館日です

MUS04
テキストボックス
郷土資料展示室　充実にご協力を

MUS04
テキストボックス
５月の図書館行事と休館日
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ノート注釈
MUS04 : Unmarked



F 
F 

F 
F 

F 
F 

F 
F 

F 
F 

F 
F 

F 
F 

F 
F 

F 
F 

~ ~ ~ ~ r ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ r ~ r ~ r ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ r ~ r ~ r ~ r ~ ~ ~ ~ ~ r ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ r ~ ~ ~ r ~ ~ ~ r ~ r ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ r ~ ~ ~ r ~ 
F 

F 
F 

健康でたくましい

体をつくろう
美しく住みよい

環境をつくろう

F 
F 
F 
F 

b'" 
F 

F 
F 
F 
F 

F 
F 

暮らしにいい汗を取り入れて、健康で笑顔のある 自然に恵まれた私たちの郷土「勝浦」。勝浦川のせ
F 

F 

~ 

F 

みやすい場所にしましょう。 F 

，〆

毎日を過ごしましょう。健康はかけがえのない宝 せらぎや、風に揺れている草花等の豊かな自然は、
F 

物。自分にあった健康法を男つけましょう。 県ヲ卜からのお客様に、きっと感動を与えます。こ F 

F 

g 

F 

g 

F 

F 
g 

F

百 P 
F 

1
F 

F 
F 

P 
F 
F

の機会に私たちのふるさとを、もっときれいで住

ちょっとした心がけが、健康につながります。

例えば ・なるべく歩こう ・健康診断を受けよ - きれいにする取り組み

う・うがいや手洗いで風邪の予防をしよう ・自分 全町一斉清掃日に参加し、 人ひとりの手で環境

空き力ン、タバコのポイ捨てをやめましょう。

行楽地等でのゴミは持ちかえりましょう。に;健康へホ スステ プさあジャンプ
F 

F 
F 

y y

F 
F 

F 
F 

F 
F 
F 
F 

F 

宮

ださい。みんなの応援がプレーする選手の力に変 g 
F 
F
F 

F 
F 
F 
F 
F 
F 
F

F 

F 
F 
F 
F 

F 
g 

F 
g 

F 

F 
F 
F 
F 

F 

F 

b

わります。 Ā 植えて楽しむ方法-

花いっぱい運動に積極的に参加しましょう。 Ā実際にやってみる。-

私たちのまわりにはスポーツチャンスがいっぱい。 育てて楽しむ万法-

自然のたくましさや強さを体験しよう。 Ā町の運動会、スポーツ行事、国体デモスポ行事など。

いろいろ試すうちに、自分にあったスポーツがき 美しく見せて楽しむ方法-

きれいな花壇をみんなの自慢にしよう。っと男っかります。

健康づくり、

東
体力づくりに

つとめよう 町を

美しくしよう '" 

F 

F 
F 

k 
b・3  

F 
F

盟
の体力生活習慣にあった運動をしよう 美化に努めましょう。

- 汚さない取り組み

く 五 …来るまち出会言 コ本 スポーツ・

リクリ工ーションに
ピ Ā 親しもう Ā

花いっぱい
緑いっぱし、の F 

F

- 男て、応援することから始めよう。

県内各地で、楽しみな競技や行事が目白押し。実

郷土をつくろう際に会場にいって、スポーツの熱さを体験してく

~ 

F 

くきょう仰と愛のそコ Ā
F 

r ~ r ~ r ~ r ~ ~ ~ ~ ~ r . r ~ ~ ~ r ~ r ~ r ~ r ~ r . r ~ r ~ r ~ r ~ ~ ~ r ~ r . r ~ r ~ r . r . r . r . r . r . r . ~ . r . r . r . r . r . r ~ r ~ r . r . 
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MUS04
テキストボックス
健康でたくましい体をつくろう　　　　　　美しい住みよい環境をつくろう



~ ~ ~ r ~ r ~ r ~ r ~ r ~ r ~ r ~ r ~ r @ ~ ~ r ~ r ~ r ~ r w r ~ r ~ r ~ r ~ r ~ r ~ r ~ r ~ r ~ r ~ r ~ r ~ r @ r ~ r ~ ~ ~ r ~ r ~ r @ r @ r ~ r ~ r ~ r ~ r 

F 

F 
F 

F 

F 
F 

g 

F 

F  
F  
F 

ff 

F 

匡F 
F 

F 
F 
F 
F E  

F 
F 

~ 40 年ぶりに私たちの郷土徳島に国体がやってきます。すでに会場となる本町をはじめ， Ā
F 
F 

県内各地で熱し 1期待に満ちた準備活動が始ま っています。F 
eマ
b 

F もともと国体は，スポーツを通じて友情や親愛を深めようという目的をも ったもので，
F 
F 

F 

民j白の家庭，集会所，まちかど， Ā'競技会場など人と人が出会うすべての場所が国体の舞台 葬
~ 
守7
b 

F です。花づくりやもてなし，応援などそれぞれの分野で参加を願し勺成功を期すと共に， 
F 

活発で健康美に満ちた町民性を養うため，その指針となるのが次の基本目標と Ā7つの運動 目 F 
F 

・ヲ Ā

F 
項目です。p  

F  
F すでに実践されている既存の町民運動と共に積極的な活動を期待します。
~ 
g 

~ 

F 

F 
F 
F 
F 
F 
F 

た
キかつうら」を印象づけてほしいものです。 す。先ず身近なところから始めましょう。 Ā

F 

F 
F 

F 
F 
F 

F 
F 

ひろく豊かな心を

育てよう
国体に訪れる選手に「おはよう、がんばって、おっ

かれさま」という明るい声と笑顔が何よりの励ま 制
F 
F しです。
F 
F 私たちの町に、選手や役員などたくさんのお客様が もちろん、国体という特別な舞台だけでなく、学校、
F 
F 訪れます。何よりもあたたかいもてなしで「ステ 
b" 

職場、地域で元気なあいさつは活気の源となりま

ι 「山お胤叫叫は臥附よ約うM 笑矧顔川る君竺竺乙 Ā〉
J 

F 

F 
F 

ο
F 
F 
F 
F 

4 
F 
F 

F 
F 

親切と

ふれあいの輪を

ひろげよう Ā
.マ

F 
F 

F 
F 
ff 
F 
F  
F  
F  
F 
F ふれあいは心と心の話しあい
F 

社会生活のb 

F 

F 日本を代表する選手と実際に出会い、親しくふれ JレールをF  
F あえるのも国体ならではの光景です。 
F 守ろう

さわやかな出会いの喜び、 躍動のなかに生まれる

感動を盛り込みながら、この国体を思い出に残る 社会生活のルールを守ることも、勝浦のイメージア

交流の場としてひろげる機会でもあります。 Ā ップにとって大切な要素、交通マナーの向上など、

薯らしの中から見直しましょう。

エチケット守って明るく楽しい社会
F 
F 
F  
F  
~ r ~ r ~ r ~ r ~ r w r @ r @ r ~ r @ r ~ r @ r ~ r ~ r ~ r ~ r ~ r ~ r @ r @ r @ r @ r @ ~ @ r ~ r @ r @ r ~ r ~ r @ r @ r @ r @ r @ r @ r @ r @ r ~ r @ r @ r 
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MUS04
テキストボックス
みんなでひろげよう　国体町民運動の輪

MUS04
テキストボックス
ひろく豊かな心を育てよう

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



被
保
険
者
証
の
検
認
が
ま
だ
お

済
み
で
な
い
方
は
、
税
務
保
険
課

ま
で
被
保
険
者
証
を
ご
持
参
く
だ 

Ā

--，、

、a
o 

E
B

E

-s uま
た
、
他
の
保
険
へ
加
入
、
あ

る
い
は
他
の
保
険
か
ら
離
脱
な
ど

の
保
険
の
異
動
が
あ
る
方
は
、
至

急
窓
口
で
届
出
を
済
ま
せ
て
く
だ

J
E
I
U
W

E
B
、
週 

Ā
O保

険
証
を
大
切
に

一
、
記
載
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

記
入
違
い
が
な
い
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

二
、
受
診
の
と
き
は
必
ず
病
院
の

三
、
必
ず
手
元
に
保
管
を

保
険
証
は
大
切
に
保
管
し
、

病
院
な
ど
に
預
け
た
ま
ま
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

四
、
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
返
し

ま
し
ょ
う

他
の
保
険
に
加
入
し
た
り
、

転
出
す
る
場
合
は
、
す
み
や
か

に
保
険
証
を
返
し
て
く
だ
さ
い
。

五
、
二
枚
目
の
保
険
証
が
必
要
な

シ
」
表 

Ā
C修

学
な
ど
で
家
族
と
離
れ
て

住
む
と
き
は
、
二
枚
目
の
保
険

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
在
学

証
明
な
ど
の
書
類
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

窓
口
に
提
出
し
ま
し
ょ
う 

Ā

朝(1)あいさつ

し乞ま事ち? Ā

家族同士だからと、朝のあいさつを“省

略"する人は意外に多いようです 。

そもそも挨拶の「挨」の字は、自分の

心を聞く、「拶」の字は相手に迫っていく

ことを意味します。つまり、人づき合い

でいえば、相手の出方を待つのではなく、

自分から飛び込んでいって、コミュ二ケ

ーションの扉を聞く手段といえます。

これは家族同士でも同じ。とくに、朝

の「おはよう」のあいさつは、一日に明

るいはずみをつけます。それに、言葉を

発することは、あごを動かすことになる

ので、脳の凹源循環をよくして、目覚し

時計がわりにも。

あいさつのポイントは①自分からまず
ひとニえ ひとニと

声をかける ②一声(一言)を惜しまな

い ③快活に、の Ā3つ。元気なあいさつ

ができれば、朝の気分は上々です。 Ā

o笑(-'¥c!J 10 快適つi' ミリ-(1)

ピ今ミこ〆剤 ĀP

i3 年lこ肩頬Jということわざがあります。男は Ā3年に Ā1度、肩頬

が動く程度のほほ笑みを浮かべればよく 、日常はヘラヘラ笑うな、

というもの。こんなことわざがあってか知らずか、日本人は笑い万

がへたなようです。

しかし、最近はがん治療の 環として「笑い療法」が用いられる

など、笑いの医学的効果を本格的に研究する動きもあります。

「おはようこ.ざいます ĀI こんにちは」のあいさつと同じように、笑い

は人間関係の潤滑油。ほらほら、そこのお父さん、朝から芭虫をか

みつぶしたような顔をしないで、家族に笑いのサービスを。それだ

けで家庭の空気が明るくなることは受け合いです。

大笑いをすれば、腹筋が鍛え ストレスを解消し、気持ちを

られ、胃下垂や腰痛を紡ぐ。 リラ ックスさせる。 Ā

「笑し、」は
広3 5司

健康のもと Ā
cg 笑うと自然に呼吸が大 Ā

自己免疫力を高める。笑うと
2J きくなり、酸素の取り

入れ量が多くなって、
積極的で、陽気になり、自律神 体のすみずみまで酸素がいきわたる。その結
経の働きが活発になって、体 果、血圧を下げたり、細胞を活性化したり、血
の抵抗力や免疫力が高まる。 管を若々しく保つ効果がある。

5 月1 日-7 日

法まもる心が築く

よい社会

12 

MUS04
テキストボックス
国保と医療費『笑い』は快適ファミリーのビタミン剤　　　　　　　　　　　朝のあいさつしてますか？

MUS04
テキストボックス
憲法週間

MUS04
テキストボックス
国民健康保険被保険者証の検認はお済ですか？



受講生大募集 
勝浦町では、町指定無形文化財の「人形

場亀抱勝浦座」を指定しています。

全国的にも有名な人形浄瑠璃を多くの町

民に親しんでいただくと共に、後継者養成

のため、このたび、社会総合大学の講座に「人

形当嘉義」を開講しますので受講希望者は申

し込みをしてください。

講座名 人形浄瑠璃講座

練習日 後日申し込み者と協議

申し込み先 勝浦町教育委員会 ĀTEL2-2511

申し込み期限 Ā 5月20 日まで

勝浦町大工組合から

賃金値上げについて ĀP

4 月 Ā1 日から Ā1 日賃金を 15 ，000 円にさ

せていただきます。

ご理解とご協力を， よろしくおl頓 p~ 、 

たします。

〈火の用心 わが家の注意ここまがポイント〉 
- 放火の防止
・家まわりに燃えやすいものを放置しない。lIIJIi 皿一白--¥ 「市 
やむをえず置く場合は、夜間は明るくし 壕宍示三ニ~ I .J 
ておく。	 J 33 hト

・	空き家、物置などには 、 夜間の照明を設<~/').搾吋紙、 
置しておく。 ~ I / Y チ斗 

・建築中の建物は、夜間の	 1/ Iトー 
照明を設置しておく。 

- こんな気くばりも重要です

- 仏i璽のろうそくはつけっぱなしにしない。 
そのつど消す。 

・蚊取り線香は、安全な器で使用し、寝床 
から遠く離しておく。 

・子どもの手に入るような場所にマッ チや 
ライターをおかない。 

- たばこ
・投げj舎てをしない。灰皿のあるところで扱う習慣をつける。

・寝たばこは、しない、させない。

・吸いかけたたばこはちょ っとと思って 打戸持ヲ所
何1:) Ā 八、手ご

/""
1

'c ¥ -"

ーー℃二二一ノ

k- 、 
させない。  U 7 2 J 

そのへんに置かない。	 十 Ā

・灰皿は大きく 深< 縁の広いものを。バモ札ユ

水を入れて使用。 同引/ 八目、」
・必ず灰皿に、もみ消す。	 νft 壬云急豆b
・灰皿の吸がらは、開聞がたってからj舎でる。 。ナ

- たき火 Ā
- 風のあるときはしない。

・水を用意しておく。

・灯油やガソリンをかけない。

・少しづっ燃やす。

・その場を離れない。

・後始末は7)くをかけて完全に消す。

・子どもだけでーーを 三 Ā: トι

、信 ，ノイ ( ¥ ¥ 

勝
浦
病
院
長
に
就
任
し
て 

勝
浦
病
院
長

こ
の
度
、
太
田
重
嘉
先
生
の
後
任

平

智

隆

と
し
て
、
勝
浦
病
院
長
を
命
ぜ
ら
れ
、

着
任
致
し
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
地
域
医
療
の
た
め
に
精

一

杯
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

勝
浦
病
院
が
地
域
医
療
の
拠
点
と

し
て
、
町
民
の
皆
様
の
健
康
を
守
り
、

一
層
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
な
る
よ
う

以
下
の
項
目
の
達
成
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

一
、
健
診
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

成
人
病
の
予
防
、
早
期
発
見
に
努

め
る
。 

法
を
必
要
と
す
る
疾
患
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
中
に
理
学
療
法
室

を
拡
充
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

機
器
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

画
像
診
断
は
現
代
医
療
に
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
現
状
で

は 

検
査
を
町
外
の
病
院
に
依
頼

C
T

し
て
お
り
、
住
民
の
皆
様
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
近
い

将
来
、
勝
浦
病
院
に
も

C
T
を
導
入

し
、
診
断
技
術
の
向
上
を
図
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
病
院
職
員

一
同
が
協
力
し

て
、
町
民
の
皆
様
と
の
触
れ
合
い
を

広
げ
、
親
切
で
心
の
か
よ

っ
た
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、

今
ま
で
以
上
に
勝
浦
病
院
を
ご
利
用

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

一
月
か
ら
、
内
視
鏡
像
が
テ
レ
ビ

画
面
に
鮮
明
に
表
示
で
き
る
電
子
ス

コ
ー
プ
が
導
入
さ
れ
、
胃
が
ん
や
大
腸

が
ん
の
早
期
診
断
に
大
い
に
役
立

つ

も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度

か
ら
勝
浦
病
院
が
中
心
と
な

っ
て
大

腸
が
ん
検
診
を
行
う
予
定
で
す
。

二
、
寝
た
き
り
状
態
の
老
人
の
家
庭

を
定
期
的
に
医
師
、
看
護
婦
が
訪

問
し
、
在
宅
で
の
診
察
、
指
導
、

看
護
を
毎
週
、
火
曜
日
と
木
曜
日

の
午
後
に
行
い
ま
す
。

三
、
医
療
機
器
の
整
備

高
齢
化
が
進
む
と
共
に
、

理
学
療

13 
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交通事故巡回相談日

日 時 5 月25 日(月)

午前 9 時~ 午後 4 時

場所小松島中央会館

相談員 田上隼庸

※お気軽にご相談ください。

∞
ょ
・
っ
か
。

同

私
自
身
、
事
故
の
悲
惨
な
現
場
な

由
ど
を
目
に
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

四
気
の
毒
に
と
か
、
か
わ
い
そ
う
と
か

由
他
人
事
と
し
て
見
て
い
る
時
が
大
部

町
分
で
す
。

同

で
も
、
事
故
は
車
を
運
転
す
る
人
、

出
同
乗
す
る
人
に
と
っ
て
、
い
つ
も
背

問
中
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
は
、
事
実
だ

由
と
思
い
ま
す
。

同

車
社
会
の
世
の
中
で
、
事
故
を
起

。
こ
さ
な
い
、
ま
た
自
分
の
命
、
同
乗

横

瀬

駐

在

所

生

比

奈

駐

在

所

坂

本

駐

在

所

連
絡
先

で
交
通
安
全
を
心
が
け
て
い
き
た
いA “お気をつけて

運転してください"  

「
-

↑」

最
近
マ
ス
コ
ミ
等
で
時
々
聞
か
れ

ミ
ノ
ボ
ウ

こ
れ
は
、

『
民
事
介
入
暴
力
』
を

略
し
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
暴
力

団
が
民
事
問
題
に
か
か
わ
っ
て
債
権

の
取
り
立
て
を
し
た
り
、
示
談
行
為

を
し
た
り
す
る
か
わ
り
に
一
般
人
や

商
人
、
企
業
な
ど
か
ら
多
額
の
金
を

要
求
又
は
受
け
取
る
こ
と
で
す
。

以
前
の
暴
力
団
は
、
け
ん
銃
の
密 

輸
や
覚
せ
い
剤
の
密
売
、
売
春
の
あ 

っ
せ
ん
な
ど
、
直
接
法
律
に
反
す
る 

こ
と
で
資
金
を
得
て
い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
警
察
の
取
締
り
が
厳

し
く
な
っ
た
の
で
、
表
面
上
は
適
法

る
言
葉
に
『
民
暴
』
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す

d

9τ

(
指
定
暴
力
団
)
の
構
成
員
に
は
、 

に

暴
力
団
の
威
力
を
示
し
て
行
う

一
ン

z

(
暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と
を
言
っ

た
り
動
作
で
示
し
た
り
す
る
)
債

明
。
、
，

権
取
立
て
行
為
、
地
上
げ
行
為
、

出

ノ 

示
談
行
為
、
あ
い
さ
つ
料
の
要
求

一
ン

等
十
一
項
目
の

『暴
力
的
な
要
求

一

ヤ

行
為
』
が
禁
止
さ
れ
る
。

三
、
も
し
、
暴
力
団
員
が

『
暴
力
的

明
白
-

一
子

な
要
求
行
為
』
を
行
っ
て
い
る
と

き
は
、
警
察
署
長
(
現
場
で
は
警

四 

察
官
)
が
や
め
さ
せ
る
命
令
等
を

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

四時
過

で
交

四
、
警
察
署
長
の
や
め
さ
せ
る
命
令

担

等
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

二
年
以
下
の
懲
役
又
は
一

万
円
以
下
の
罰
金
』
と
い
う
刑
罰

が
課
せ
ら
れ
る
。

と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
法
律
が
で
き
た
こ
と
に
よ

っ

て
、
暴
力
団
の
資
金
源
を
な
く
し
、

組
織
を
壊
滅
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

勝
浦
町
民
の
皆
さ
ん
。
ど
う
か
『
民

ド
〉暴

』
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
暴
力
団 

か
ら
の
要
求
が
あ

っ
た
と
き
は
断
固 

拒
百
し
て
、
必
ず
警
察
へ
通
報
し
て 

く
だ
さ
い
。 

私
た
ち
駐
在
所
員
も
、
刑
事
課
と

連
絡
を
と
り
つ
つ
、
早
急
な
対
応
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

O
O

この度、森さんに代わり 4 月 1日から

勝浦町生比奈警察官駐在所に勤務するこ

とになりました、森島清弘です。

妻と子供 3人、計 5人でお世話になり

ます。

地域のみなさんの温かい励ましと協力

を得て、交通安全活動、防犯活動等、積

極的に勤務したいと考えております。ど

うかよろしくお願いいたします。

-R

券)1青

担

今
回
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

泊
た
の
で
す
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て

向
い
な
い
人
の
余
り
の
多
さ
に
驚
い
て

向
し
ま
い
ま
し
た
。
交
通
事
故
が
多
発

問
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
ニ

均
ュ 
ス
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
は
あ

っ

由
て
も
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
振
り
返

出
る
人
は
、
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し 

l

も
の
で
す
。 

@
と
と
?

横
瀬
駐
在
所

士
口

な
手
段
で
資
金
を
稼
ぐ
こ
と
に
し
た

の
で
す
。

警
察
は
、
私
人
間
の
債
権
関
係
、

つ
ま
り

『
民
事
問
題
』
に
は
介
入
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
暴
力
団
が

『
民
事

問
題
』
の
衣
を
か
ぶ
っ
て
、
裏
で
善

良
な
市
民
か
ら
金
を
ま
き
あ
げ
て
い

た
の
で
す
。

こ
の
状
態
を
何
と
か
し
よ
う
と
し

て
制
定
さ
れ
た
の
が
、

「
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
」
、
略
し
て
「
暴
対
法
」

で
す
。こ

の
法
律
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、

一
、
は
じ
め
に
暴
力
団
組
織
で
あ
る

こ
と
を
指
定
す
る
。

二
、
次
に
、
指
定
を
受
け
た
暴
力
団

田

雅

雄

美

{呆

植

者
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、
ス
ピ
ー

ド
を
出
さ
な
い
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

必
ず
締
め
る
と
い
う
の
が
本
当
に
大

切
な
こ
と
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
車
に
乗
る
時
は
、
座
る

と
ま
ず
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
手
を
や

り
締
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

は
意
識
し
て
そ
う
し
て
い
ま
す
が
、

慣
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
当
た
り
前
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

あ
の
時
、

シ 

ト
ベ
ル
ト
を
締
め

て
い
れ
ば
と
か
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

過
ぎ
て
い
な
か
っ
た
ら
な
ど
と
い
う

後
悔
を
し
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
た

め
に
も
家
族
の
た
め
に
も
、
み
ん
な

l

A
7

年 j甫
会町

麻
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出
す
。

し
て
ブ
ル 
l

袋
に
分
類
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
ま
だ
一
部
の
人
の
中
で
燃
え

る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
混
合
し

て
搬
出
し
て
い
る
方
が
み
う
け
ら
れ

ま
す
。
特
に
あ
き
缶 
(鉄
ク
ズ
)
・あ

き
瓶

・
カ
ラ
ツ
等
は
必
ず
分
類
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
ス
プ
レ
ー
缶
は
爆

発
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
危
険
が
伴
い

ま
す
の
で
穴
を
あ
け
て
出
し
て
く
だ

ピ
ン
ク
の
袋
に
入
れ
て
出
す
。

チ
ッ
ク
」
を
原
料
と
し
た
容
器
は
、

「
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
」
や
「
プ
ラ
ス

ツ
等
に
分
類
し
、
白
い
袋
に
入
れ
て

あ
き
缶
(
鉄
ク
ズ
)
・
あ
き
瓶

・カ
ラ

熱
え
な
い
ゴ
ミ

の
袋
に
入
れ
て
出
す
。

さ
い
。

ゴ
ミ
の
出
し
方
に
つ
い
て
次
の
点

に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

燃

え

る

ゴ

ミ

果
物

・
野
菜

・
台
所
く
ず
な
ど
水

分
の
多
い
も
の
は
、
十
分
水
切
り
を

回
収
に
つ
い
て

今
、
勝
浦
町
で
は
、
町
内
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
試
み
て
い
ま
す
。

第

一
回
の
回
収
で
は
、
缶
を
つ
ぶ

ゴ
ミ
質
に
よ
り
、

町
の
指
定
し
た

ゴ
ミ
袋
に
名
前
を
記
入
し
、
袋
の

口
を
ひ
も
で
結
び
収
集
日
の
当
日
八

時
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
場
所
へ
出
し

て
く
だ
さ
い
の

自
分
達
が
清
掃
し
て
い
る
フ
ェ
ン

ス
等
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

久国・棚野・立川

f中山 . 頼・

内 ・坂本;:L 収

集

石原一谷  Ā|

黄j 与川 山西・中角 ・生名

今山・黒岩 ・星谷 Ā

火 Ā- 木 ・ 土月・水 ・ 金t然えるゴミ

木 Ā- 土燃えないゴミ 水 Ā- 金

日

し
て
い
な
い
も
の
、
名
前
が
記
入
さ
れ

て
い
な
い
等
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

※
今
回
ア
ル
ミ
缶
を
出
さ
れ
な
い
方

は
、
次
の
回
収
日
ま
で
雨
水 
が
入
ら

な
い
よ
う
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

五
月
十
八
日
に
ア
ル
ミ
缶
を
回
収

い
た
し
ま
す
の
で
、
午
前
九
時
ま
で

に
下
記
の
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

、控別え11 ー・

e

ら 製
IJし、 口IJ 

生名コミュニティセンターは、宝くじの普及広報を目的と -アルミ缶回収場所
して平成 Ā3年度宝くじの助成を受けて建設されたものです。

し は  Ā (3 ) (2 ) (1)だ
よ販臼 接四 て さ次 米且
う売転 運 二 事く日分燃いの

。 守 大。庖車 ん 一 前だ  Ā

コ で Ā- で 八 に さ ・ しる と
く )ゴい祭 、もヲ|タ

。 日~弘 ・の
、‘、、、、1刀4だへミきイ 留

取ヤ さ電焼 体 意 の
い話 却 休与燃 の

取.J-司、、
'コ ・
で電 。しよ易 業くえ  Ā

扱」も機 て ( 日だな
か TEL は Ā L、 ↑IJ:t し、
ら 二 さごも 力

ま等 直 | け 。の く

平成  Ā4 年 Ā5 月18 日(月)

地 区 回 収 止ま3 所

坂 本 ま反 本 事 業 所

与 Ā 111 内 与 Ā JII 内 事 業 所

横 Ā j頼 勝 浦 君日 農 Ā f必

中 山 消 [1 万 三ロz口" 所 横

羽目 里子 Ā j可11 1敷ゲートボール +黄

久 国 役 土易 庁 一吉人 裏

生 名 生名集会所 ( 東林庵 )

星 Ā I -二I 星谷橋北詰ゴミフェンス横

黒 岩 中 央 橋 Ā ::f t きロ=1: 口

メ7入 山 メ7ト、 山 公 Ā ~ 堂

沼江 ・石原 石原ゴミフェンス横

掛谷 ・山西 Ā)J券浦郡農協生比奈支所

中 角 足芸 キす 品苦 人 の 家

生名地区では、コミュ二ティセンターを拠点、とした住民の

ふれあいによるコミュ二ティ活動を積極的に推進しています。

ア
ル
ミ
缶
の

生名コミ Āュニティセンター 
※次回の回収 日は後日広報等でお、知らせ完 成

します。
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基盤整出
をしませんカ つ 

圏内道の新説

町有のブルドーザ一・パワーショベル(オペレーター付， 1時間につき3，600 円) を使用して，基盤の整備 Ā

または圏内道を新設してみませんか Ā?

町では，そういう農家の方のために，補助事業を行つでいます。

希望のある方は次のとおり受け付けを行いますので，申し込みをしてくださし、 0

・受付期間 Ā 5 月11日(月)から 5 月20( 刻まで(印かんを持参しでください。)

・申込場所 町役場産業課

事 業 事業の内容  Ā 採 択 基 準 経 費 補助率

(1) 基盤墜備事業 -出来上がり後の作目は農業 町有ブルドーザー 町有ブルドーザー

国・県等が実施す 指導班の奨めているもの， ワーショベル)f(ノ (パワー ショベル)

る事業の採択基準に

満たない小規模な農

用地の造成 ・放任国

の再開園，果樹園及

び水田の改良事業

勝浦町小規模

土地改良事業 Ā

(2) 圏内道

国・県等が実施す

る事業の採択に満た

ない圏内道や農道を

新設する事業

またはこれの関連施設であ 使用代金とする 。 使用代金の半額と

ること Ā0 するが，最高限度

・造成後の有効利用面積が Ā5 額は(1)の事業にあ

a以上で，勾配は各種のハウ たっては 15 万円 Ā

ス栽培等が可能な 10% 以内 (2) の事業にあた っ

とする。 うんしゅうみかん ては 10 万円とする。

の改植等を認めない地域に

あっては， Ā3a 以上とする 0

・町有ブルドーザー(ノ fワー

ショベル)を利用すること Ā0 

. 有効幅員が 2.0 m 以上であ

ること Ā0

・延長は 10 .0m 以上のこと 。 Ā

- 町有ブルドーザー(/ {'ワー

ショベル)施設を利用する

こと 。 Ā

A、，、~-前-- 《、前v、~ザ............  

日 手呈 表
次
の
日
程
で
補
正
注
射
を
行
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
こ
れ
が
最
後
で
す

の
で
、
受
け
て
い
な
い
方
は
最
寄
り

の
場
所
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

-
登
録
料

ニ
千
百
円

-
注
射
料

二
千
八
百
円

司
副 

Ā

不用犬の

買い上げ日

J 

士号 所 時 間

勝農坂本事業所
午前 Ā9 :30 

9 :40 

5 
与川内公会堂前

午前 Ā9 :50 

10 :00 

月
勝農勝浦支所

午前10 : 10 

10 :20 

31 
勝浦 町役場

午前10 :30 I 
10 :40 I 

日 生名センター前
午前10 : 50 

11 :00 

(日) 勝浦会館
午前11 :10 

11 :20 

古山商庖横
午前11 :30 

11 :40 

勝農生比奈支所
午前11 :50 

12 :00 

A
a
H 

t
u で

一

'
LVな

さ
つ

だE
U

ず

く
必

てつ

犬は

飼 

Ā

5 月 6 自体) Ā

5 月20 日同

ピ
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〈俳

句

〉

夜
桜
に
ボ
ン
ボ
リ
彩
の
宴
か
な

南
国
で
か
ま
く
ら
遊
び
岐
し
い
な

横

瀬

錦

内

常

一

ぽ
ん
ぼ
り
に
幼
手
も
触
れ
花
見
か
な

手
拍
子
に
花
も
ほ
こ
ろ
ぷ
ひ
な
の
宴

横

瀬

日

下

智

世

子

初
つ
ば
め
古
巣
訪
ね
て
文
も
来
る

庭
先
に
咲
い
て
明
る
し
八
重
桜

棚

野

谷

新

太

郎

さ
り
げ
な
く
春
を
告
げ
い
る
蕗
の
と

髪ャ
「
ノ

染
め
て
若
さ
が
ほ
し
い
古
希
の
春

棚

野

幸

山

美

好

幼
き
日
よ
れ
ん
げ
の
花
の
首
飾
り

い
た
ど
り
を
束
ね
た
蔓
の
左
ね
じ

棚

野

島

つ

と

む

た
は
む
れ
か
は
た
又
恋
か
蝶
も
つ
る

追
憶
は
わ
び
し
さ
の
み
や
遠
蛙

生
名

倉
橋

テ

ル

さ
し
ぐ
む
や
孫
の
入
試
の

/
¥霧

雨
に
紅
あ
せ
ゆ
く
や
花
建

生

名

滝

口

制
服
の
少
し
汚
れ
て
四
月
尽

ス
松を
月間  Ā

社
会
総
合
大
学

五
月
八
日
幽

五
月
二
十
二
日
幽

午
後
七
時
1
午
後
九
時

習
字
学
級

錠
剤
の

一
つ
を
減
ら
し
春
逝
く
日

生

名

丸

山

香

月

手
に
掬
う
水
新
緑
の
匂
う
か
に

内

岩
と
る
水
は
若
葉
の
色
に
映
え

一

沼

江

中

井

銀

嶺

日

小
春
日
や
余
生
気
ま
ま
に
日
々
す
ご

刊

す

円

バ
ス
停
に
小
さ
き
木
椅
子
や
す
み
れ

日

場時
所間  Ā

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

研
修
室 

Ā(旧
図
書
室
)

墨
絵
学
級

五
月
七
日
附

ま
で

五
月
十
日
聞
か
ら
十
六
日

ω

の

一
週
間
は
、
「
春
の
行
政
相
談
週

一
同
」
で
す
。

v

-
行
政
相
談
所

日

時

五
月
八
日
幽

午
前
十
時

1
午
後
三
時

場

所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
員 

Ā行
政
相
談
委
員

人
権
擁
護
委
員

一

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、

叩
地
元
行
政
相
談
委
員
が
主
催
し
て
、

一
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し 

Ā

w

ま
す
の
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

一
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
役
所
の
仕
事

刊
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望
な
ど
を
お
持

一
ち
の
方
は
、
こ
の
機
会
を
お
気
軽
に 

Ā

w

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一

勝
浦
町
の
行
政
相
談
委
員
は
中
村

一
芳
生
さ
ん
(
沼
江
・ 

Ā

一

一
一
三
)
で
す
。

四
回霞

忠
告回 

。- 日時  

g 
5 月1 日樹 Ā

5 月8 日(創 Ā

周R
O 

二 

Ā

T
E
L

5 月15 日樹 Ā
l
三5 月22 日(創 Ā

同

5 月29 日樹

午前10 時~午後 Ā3 時

咲
く

T
E
L

宛
先 

Ā

二
|
四
五
八
三

ん
。

内

;
羊

場

所

住

民

福

祉

セ

ン

タ

ー

駒
津 Ā

i
j

一

研
修
室 

Ā(旧
図
書
室
)

一
短
歌
学
級

五
月
九
日

ω 

Ā

午
後
九
時
三
十
分 

Ā

沼
江

⑧
⑮
⑥
⑧
⑧
⑧ 

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ 

Ā

~，

時

間

午

後

一
時
か
ら

場
所
住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー

研
修
室 

Ā(旧
図
書
室 

Ā
)

五
月
五
日
〆
切
短
歌

一
人

一
首

六
月
五
日
〆
切
川
柳
一
人

一
句

※
作
品
の
添
削
は

一
切
い
た
し
ま
せ

5月の土曜閉庁日は

F
Il
l
l
1
1
1
1

/

1
1
1¥ 

¥
1
91
1
1
1
1
1
1
1
11
/ 

校

つ

院

学

行

病

小

浦

各

は

勝

・

園

。

'

所

稚

す

し

育

幼

ま

だ

保

び

い

た

各

及

で 

Ā

次のとおりです。 Ā

5 月 9 日 Ā

5 月 Ā23 日 Ā
(第 4 土曜日)

(第 2 土曜日)

五
月
十
七
日
間

時
間
午
後
七
時
三
十
分
1

1 1  

1O ム謀|
・内容

人権・行政・厚生・福祉

-場所

住民福祉センター Ā 2階

〔平日でも受付しておりますので

お気軽にお問い合わせください。)
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。吋。-0-0-令<XX>O-OC可。-0<: 桝。-0< 。や〈日〉奇骨，

a戸 Ā3降、

今月の健康行事 不明な点は環境衛生課保健婦にわたずねください。

日 Ā1程 内 Ā ~、， 女す 象 者 Ā 受付時間 士暴 所 持参する
もσコ Āf也 Ā

7 木 小$~、二、 ぷ口入 健 きロク八〆 一般の方 Ā 8 : 00~ 10 : 30 生名センター 健康手帳 Ā

14 木 Ā*~ iロk 健 舌ロ人'"' 一般の方 Ā 8 :00~10:30 今 山 公 会 堂 健康手帳 Ā

15 金 Ā 1歳 Ā6 ヵ月児健康診査 Ā
H 2 . 9 . 1 ~ 11 . 30 

までに生まれた子
13 : 30~ l4 :30 勝浦病院

問診票
母子手帳 Ā

20 水 ポリオ生ワクチン投与

-生後 3 ヵ月 ~ 18 ヵ月 
までの子 Ā

• 48 ヵ月未満の子でま
だ2回のんで、いない子 Ā

13 : 30 ~ 15 : 00 
農村環境改善

センター

問診票

母子手帳 Ā

21 木 手8 三口入 健 三ロ~ト， 一般の方 Ā 8 :OO~ 10 :30 星谷集会所 健康手帳 Ā

22 金 乳児健康診査  Ā
H 4 . 1 . 1 ~ 3 .31 

までに生まれた子 Ā
13 : 30~ 14 : 30 勝浦病 院 母子手帳 Ā

27 水 健 康 中日 百炎 一般の方 Ā 1 0 : 00~ II :30 勝浦会館 健康手帳 Ā

28 木 高志 Ā I口L 健 呈ロ~ト， 一般の方 8 : 00~ 10 : 30 横瀬集会所 健康手帳

園日雪圏直司圏~回圃団 
自分の健康を自分で守るため定期的に必ず健診を受け

ましょう。健診の目的は、病気の早期発見だけではあり

ません。体の機能力T年々どう霊化しているかを知り、健

康維持の対策に役立てるというねらいもあります。 Ā

'内容は次のとおりです。

ただし料金は、生活保護世帯の方、市町村民税非課税

巴帯の方及び満70 歳以よの方は無料です。受付時にお申

し出ください。胃検診、墓本健診を受診される方は、何

も食べずにおこしください。

検診項目  Ā ~Gト 金

胃 中首t 言ロ4エ~ 500 円

基本健診 金正 料

(循環器健診) ( 今年から )

結核検診 知E 料

月市がん検診  Ā
100 円 (レン トゲンのみ) Ā

400 円 (レントゲン+ 略疾検査 Ā)

大腸がん検診 Ā 600 円

夜 間 救 急 当 番 表  Ā

5 月 Ā1 日 Ā

5 月③日 Ā

5 月⑤日 Ā

5 月 ĀT 目 Ā

5 月 Ā9 日 Ā

5 月 Ā11 日 Ā

5 月 Ā13 日 Ā

5 月 15 日 Ā

5 月⑬日 Ā

5 月 19 日 Ā

5 月 21 日 Ā

5 月 23 日 Ā

5 月 25 日 Ā

5 月 27 日 Ā

5 月29 日 Ā

5 月⑪日

上勝診療所

勝浦病院

山 西医院

勝 浦 病 院

湯浅医院

勝浦病院

赤岩医院

勝浦病院

上勝診療所

勝浦病院

山 西 医 院

勝浦病院

湯浅医院

勝浦病院

赤岩医院

勝浦病院  Ā

6-0302 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

2-2003 

2-2555 

2-2006 

2-2555 

6-0302 

2-2555 

2-302 7 

2-2555 

2 - 2 003 

2-2555 

2-2006 

2-2555 

平日 午後  Ā6 時から翌朝 Ā9 時まで

休日 午後  Ā7 時から翌朝 Ā9 時まで

。.-:x:-:>骨骨Gや<x>c図。-c~--:.-e~ 
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母
子
保
健
研
修
会
に

参
加
し
て

星
谷
愛
育
班
班
員

中

根

公

美

去
る
三
月
十
七
日
、
厚
生
年
金
会

館
で
、
「
今
日
の
思
春
期
像
と
親
の
対

応
の
あ
り
方
」
と
題
し
、
千
葉
大
学

教
育
学
部
教
授

・
武
田
敏
先
生
か
ら
、

ま
た
「
増
え
続
け
る
子
ど
も
の
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
」
と
題
し
、
健
康
保
険

鳴
門
病
院
小
児
科
医
長
、
市
岡
隆
男

先
生
の
講
演
に
各
愛
育
班
か
ら
二
十

一
名
の
方
た
ち
と
共
に
班
員
研
修
と

し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
、
だ
き
ま
し
た
。

機
会
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

一
歩
で
も
近
づ
け
る
よ
う
、
こ
れ
を

ま
し
た
。

そ
の
中
で
ア
レ
ル
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の
出
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は
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し
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。
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と
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ら
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資
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市
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ま
る
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最
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加
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葉
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。
そ
の
こ
と
を
実

現
す
る
た
め
に
は
「
親
た
ち
が
自
分

自
身
を
反
省
し
、
子
ど
も
は
ほ
め
て

・

お
だ
て
て
育
て
よ
」
と
話
さ
れ
ま
し

た。
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です。もし、まむしにかま

れたら応急処置をして、

一刻も早<医師の診察を

受けることが大切です。

女応急処置と受診
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と
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防三、る 

がんとともに、いま最も注目されているのが肝臓病。その死亡率は三大成

人病に次いで高く 、今後もますます Āi曽える傾向にあります。弱音をはかない

“沈黙の臓器" の小さな悲鳴に耳を傾けましょう。

ご用心/ これが肝臓病の早期サイン
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③食欲がなく、食べ物の
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においさえ揮につく
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を解いて皿を通しまた
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Ā

。一刻も早く医師の診察

を受ける。

女血清の保管場所 ④右上腹部の鈍痛(肝臓

がはれたため)
・勝浦郡内

⑤くも状血管腫(胸、顔、
勝浦病院(勝浦町棚野 〉 肩、腕のっけ娘などに

一

一肝
防
生
面
・
・・
 

』
且 

Ā

電話 Ā2-2555  赤いぶつぶつ。周囲に

くもの巣状の血管が見
・上勝町診療所(上勝町福原)

える)

電話 Ā6-0302 
・上勝町第二診療所 Ā -一一 Ā

(上勝町正木〉

電話 Ā5-0152
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MUS04
テキストボックス
母子保健研修会に参加して　　　　　保健婦だより

MUS04
テキストボックス
肝臓病を防ごう　　　ご用心　これが肝臓病のサイン

MUS04
テキストボックス
肝臓病を防ぐ生活法
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多
く
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方
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呼
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か
け

『
を
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し
ま
す
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F

交
流
を
中
心
と
し
て
、
各
種
講
座

『
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基
本
に
近
隣
地
域
と
の

れ
て
い
な
い
方
は
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『
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会
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し
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。
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月
に
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東四国国体デモスポ行事 家庭婦人バレーポール教室 ビームライフル'  
グラウンドコ》レフ 及び審判講習会の案内 町民大会  

練習日程  -日時 5 月16 日出 午後 Ā1時から

・場所 町住民福祉センター   
5 月 5 日 (*l  

3 階ホール

・対象 小学生以上5 月 19 日 (*l 

-時間 午後 Ā7 時30 分から Ā 5 月 2 日( .:t.) バレーボール教室
・競技方法

立射・肘射(小 ・中・高・一般の部)
・場所 )J 券浦中学校グラウンド 5 月 9 日比) 審判講習会

本射20 発 Ā(200 点)
・備考 練習日が雨天の場合は、 5 月16 日同 Ā バレーボール教室

・表彰 Ā 1 ・2 ・3 位 (各部)
次の火曜日に順延します。 Ā5 月23 日出 Ā審判講習会

・申込み
5 月30 日(土) Ā バレーボール教室 Ā

町教育委員会 Ā( 2 -2515) 

※参加賞を準備していますので、
-時間 午後 Ā8 時から

多数の方の参加をおまちしてい
・場所 Ā生比奈小学校体育館

ます。
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